
可搬形発電機

運転前の点検と準備

電気工事士法

アース（接地工事）の取付

発電機を据付けた時は、
必ず出力端子台付近に設けられている
アース端子を利用して、アース線を地中に
深く確実に埋めてください。

ターミナルボックス

中性点接地（O）端子

アース線（5.5m㎡）以上

端子のゆるみは焼損の原因となります。
しっかり締め付けて下さい。

外箱接地端子

モーターの出力（kW）
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キャプタイヤケーブルは、接地線付のものを
使用するようにして下さい。

キャプタイヤケーブルの太さ（m㎡）
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1.冷却水の確認
不足しているときは、清水を補給して
下さい。冬季・寒冷季には、必ず不凍
液を混入して下さい。

電気機器の端末にコードをネジ止めする作業、ヒューズの取付け、取外し等の軽微な工事は、電気工事士ではなくても行う事ができます。（軽微な
工事）但し、接地（アース）線を発電機に取付け、接地線相互もしくは接地線と接地極とを接続し、または接地極を地面に埋設する作業は電気工事
士以外が従事してはならない旨が定められています。

1.三相（200V）モーターの配線
モーターの回転が逆のとき、
又は逆転させたいときは
S端子とT男子を接ぎ替えて
下さい。

2.2台以上の動力を使う場合
各々の負荷に合った容量の
スイッチから分岐して
配線して下さい。

3.200V単相負荷
　（溶接機など）の配線
溶接機などの200V単相負荷を
接続するときは、負荷のバランスを
考え、別の端子を利用して
引出して下さい。

4.使用する電線の太さ
ケーブルは、第3種以上の
キャップタイヤケーブルを
使用して下さい。
ケーブルの長さは
50m以内とする。

2.オイルの確認 3.燃料の確認
運転中に燃料が無くなると、燃料系統
に空気が入り、エアー抜きをしないと
始動出来なくなります。

102.459 mm

電力・電圧・電流の計算式
W（電力・ワット）=V（電圧・ボルト）×A（電流・アンペア）

エンジンの始動及び停止要領

計算値
電　力
電　圧
電　流

例）60Wの投光器の電流はいくらでしょう？
...........................................................................................................60W/100V=0.6Aです。
　 1KWのパイプソー350の電流はいくらでしょう？
.........................................................................................1000W（1KW）/100V=10Aです。

計算式
W=V×A
V=W/A
A=W/V

　　　　　　　　　　　
電流と抵抗値がわかっている場合
電圧と抵抗値がわかっている場合
電圧と電流値がわかっている場合

①しゃ断機がOFFになっているか確認する。
②始動スイッチにより、余熱表示灯が
　赤くなるまで予熱する。
③始動スイッチを時間方向に反転し
　エンジンを始動させる。
④暖機運転を5分ぐらい行う。

負荷運転中、開店中、周波数計、交流電圧計が
50Hzの場合A図に、60Hzの場合B図になるように
周波数調整スクリュー、電圧調整器で
合わせてください。

⑤各計器の状態、水洩れ、異常の点検をする。
⑥配線用しゃ断機をONにする。
※注意
しゃ断機は、負荷機器及び作業者の安全を
確認してから「ON」にしてください。
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